
 

      

     

評
議
員
会
及
び
理
事
会
の
中
心
議
題
は
新
年
度
の

事
業
計
画
と
予
算
で
し
た
。 

 

仁
生
園
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
六
事
業
、
そ
れ
に
心

身
に
障
害
を
お
持
ち
の
皆
様
の
た
め
の
第
二
仁
生
園

…
こ
の
両
施
設
の
運
営
内
容
を
一
段
と
充
実
す
る
た

め
に
新
年
度
は
、
十
億
一
千
百
万
円
を
投
ず
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
に
、
建
設
積

立
金
や
人
件
費
積
立
金
の
制
度
を
設
け
る
こ
と
な
ど

が
決
ま
り
ま
し
た
。 

 
以
下
、
評
議
員
会
・
理
事
会
で
可
決
さ
れ
た
こ
と

の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

事 

業 

計 

画 

  
 

介
護
保
険
法
と
障
害
者
自
立
支
援
法
は
三
年
に
一

度
見
直
し
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
際
、
介
護
報
酬
や
支
援
費
の
在
り
方
が
論
ぜ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す 

  

  

 

  

 

 
 

し
か
し
、
そ
の
つ
ど
こ
れ
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
平
成
二
十
年
度
の
見
直
し
の
と
き

に
は
少
し
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の

前
の
平
成
十
七
年
度
の
と
き
に
は
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

次
回
の
見
直
し
は
平
成
二
十
三
年
度
で
す
が
そ
の

と
き
ど
う
な
る
か
は
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
自
立
支
援
施
設

は
そ
う
い
う
仕
組
み
の
中
で
運
営
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。 

 

一
方
、
何
を
す
る
に
も
資
本
や
資
金
が
な
い
こ
と

に
は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
で
、
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
に
、
こ

の
た
び
二
つ
の
積
立
金
制
度
を
新
設
し
将
来
に
備
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

   

 

愛
寿
会
の
十
年
後
を
考
え
ま
す
と
、
仁
生
園
で
は

二
号
館
（
一
番
南
側
の
建
物
を
い
い
ま
す
）
の
建
て

替
え
が
最
大
の
課
題
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
暖
房
用

ボ
イ
ラ
ー
室
の
整
備
と
か
駐
車
場
の
舗
装
工
事
な
ど

の
投
資
的
事
業
が
あ
り
ま
す
。 

 

第
二
仁
生
園
の
方
で
は
排
水
溜
池
の
整
備
や
駐
車

場
の
舗
装
化
が
宿
題
で
す
。 

 

こ
れ
ら
を
全
部
成
し
遂
げ
る
に
は
十
億
円
余
り
を
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三
月
八
日
評
議
員
会
・
理
事
会
開
催 

平
成
二
十
二
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た 

 
 
 

そ
の
他
の
八
議
案
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た 

六
億
円
目
標
の
建
設
積
立
金 

財
政
基
盤
の
強
化 

 

 

寒
さ
も
ゆ
る
ん
で
き
ま
し
た
。
二
十
一
日
は
春
分
の

日
で
す
。
利
用
者
の
皆
様
も
揃
っ
て
お
元
気
で
春
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

三
月
二
日
（
火
）
や
す
ら
ぎ
と
第
二
仁
生
園
と
共
同

で
昭
和
町
「
み
な
い
園
」
に
い
ち
ご
狩
り
に
い
き
ま
し

た
。
園
主
薬
袋
（
み
な
い
）
義
久
様
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
に

合
わ
せ
皆
さ
ん
で
大
合
唱
。
そ
の
と
き
の
写
真
で
す
。 



要
す
る
見
通
し
で
す
。 

 
そ
の
う
ち
自
己
資
金
分
六
億
円
を
積
み
立
て
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

 

今
回
「
愛
寿
会
建
設
積
立
金
規
程
」
を
制
定
し
、

初
年
度
の
平
成
二
十
二
年
度
に
は
一
億
円
を
積
立
て

る
よ
う
当
初
予
算
を
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

   

平
成
二
十
一
年
度
は
、
介
護
職
員
の
給
料
が
低
過

ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
、
国
が
特
別
に
財
政
援
助
す
る

こ
と
に
な
り
、
全
国
平
均
で
一
人
月
一
万
五
千
円
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
仕
組
み

は
二
年
半
分
を
保
証
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
そ
の
先
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。
給
料

は
一
旦
引
き
上
げ
る
と
ど
う
い
う
事
情
が
あ
っ
て
も

引
き
下
げ
る
こ
と
は
至
難
の
術
（
わ
ざ
）
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
な
る
べ
く
資
金
の
温
存
を
図
っ
て
非
常

の
役
に
立
て
た
い
と
い
う
こ
と
で
こ
の
度
の
評
議
員

会
・
理
事
会
で
「
人
件
費
積
立
金
規
程
」
を
定
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年
度
は
二
千
七
百 

万
円
を
積
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

   

愛
寿
会
の
給
与
制
度
は
、「
年
功
序
列
型
」
と
い
わ

れ
る
ス
タ
イ
ル
で
す
。 

 

つ
ま
り
、
毎
年
一
回
は
確
実
に
昇
給
を
実
施
す
る

と
い
う
公
務
員
型
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 

こ
の
方
式
で
す
と
、
経
済
成
長
率
が
五
パ
ー
セ
ン

ト
と
か
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
と
き
は
よ
い
の
で
す
が
、

現
在
の
よ
う
な
低
成
長
時
代
で
は
何
れ
行
き
詰
ま
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

さ
り
と
て
成
績
主
義
一
辺
倒
と
い
う
の
も
、
施
設

の
性
格
上
考
え
も
の
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
な
る
べ
く
早
く
評
議
員
、
理
事
の
代
表

の
方
々
や
学
識
経
験
者
に
よ
る
「
給
与
制
度
検
討
委

員
会
」
を
設
け
、
平
成
二
十
三
年
の
秋
を
目
途
に
、

現
行
給
与
制
度
の
問
題
点
の
洗
い
出
し
や
改
正
す
る

と
し
た
場
合
ど
の
よ
う
に
す
る
が
よ
い
か
な
ど
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

    
 

数
年
前
に
は
介
護
の
職
場
で
働
こ
う
と
す
る
人
が

少
な
く
本
当
に
困
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
派
遣
会
社
、

派
遣
社
員
の
皆
様
に
大
い
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
派
遣
社
員
の
皆
様
は
ど
な
た
も
既
に
数
年
間
お

勤
め
い
た
だ
き
「
ベ
テ
ラ
ン
」
で
す
。 

 

昨
年
来
、
愛
寿
会
職
員
と
し
て
移
行
で
き
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
会
社
及
び
社
員
の
皆
様
と
話
し
合
い

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
関
係
者
全
員
が
「
異
議
な
し
」

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
一
月
一
日
付
け
で
Ｌ
社
の
十

四
名
が
愛
寿
会
職
員
と
な
り
ま
し
た
。
八
月
一
日
付

け
で
Ｈ
社
の
一
名
も
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
で
派
遣
の
皆
様
全
員
が
愛
寿
会
の
職
員
に

な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

 

 

平
成
二
十
一
年
度
県
下
に
先
駆
け
、
「
介
護
福
祉

士
資
格
取
得
奨
励
手
当
支
給
規
程
」
を
設
け
、
十
四

名
の
職
員
が
こ
の
手
当
を
受
け
な
が
ら
一
所
懸
命
に

勉
強
し
て
来
ま
し
た
。
併
せ
て
愛
寿
会
後
援
会
の
ご

好
意
、
ご
負
担
の
も
と
、
県
立
大
学
か
ら
二
回
に
わ

た
り
講
師
を
お
招
き
し
学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。 

 

一
月
三
十
一
日
に
学
科
試
験
が
あ
り
、
三
月
七
日

に
実
技
試
験
が
あ
り
ま
し
た
。
三
月
三
十
一
日
が
合

格
発
表
の
日
で
す
。
一
名
で
も
多
く
の
方
が
合
格
さ

れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。 

入
所
者
の
重
度
化
が
進
み
、
ま
た
、
ご
家
族
の
ご

要
望
も
多
種
多
様
を
極
め
つ
つ
あ
る
昨
今
で
す
。 

 

職
員
の
資
質
の
向
上
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
平
成

二
十
二
年
度
は
、
十
七
名
分
の
奨
励
手
当
を
計
上
そ

の
た
め
の
努
力
を
一
層
強
め
て
参
り
ま
す
。 

   
 

  

先
年
、
愛
寿
会
理
事
武
田
和
久
様
か
ら
一
千
万
円

の
ご
寄
付
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
元
に
作
業

棟
を
建
設
し
た
い
と
い
う
の
が
第
二
仁
生
園
の
悲
願

で
し
た
。 

 

新
年
度
早
々
に
も
、
財
団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ
か
ら
一
千

三
百
万
円
の
補
助
金
の
交
付
が
決
ま
る
手
筈
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
に
自
己
資
金
を
加
え
た
二
千
五
百
万
円
で
百

二
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル
（
約
三
十
六
坪
）
の
建
物
を

建
設
し
た
い
考
え
で
す
。 

 

具
体
的
な
予
算
措
置
は
Ｊ
Ｋ
Ａ
補
助
金
が
決
ま
り

次
第
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

秋
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

五
千
万
円
の
人
件
費
積
立
金 

給
与
制
度
検
討
委
員
会
の
設
置 

職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
支
援
措
置 

投
資
的
事
業 

第
二
仁
生
園
に
作
業
棟
建
設 

派
遣
会
社
の
ご
好
意
で
十
五
名
の
派
遣

社
員
が
愛
寿
会
職
員
と
し
て
移
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た 
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三
月
八
日
の 

理
事
会
で
同
意 

   

仁
生
園
の
ラ
ウ
ン
ジ
等
で
使
用
し
て
い
る
年
式
の

古
い
ア
ナ
ロ
グ
式
テ
レ
ビ
が
三
十
五
台
あ
り
ま
す
。 

 

愛
寿
会
後
援
会
に
お
願
い
し
、
一
挙
更
新
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

後
援
会
の
役
員
会
で
は
内
諾
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
感
謝
で
す
。 

   

平
成
二
十
二
年
度
も
国
か
ら
処
遇
改
善
費
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

た
だ
し
、
詳
し
い
こ
と
が
不
明
確
に
つ
き
、
後
日

補
正
措
置
に
よ
り
対
処
し
て
参
り
ま
す
。 

予 

算 

額 

平
成
二
十
二
年
度
の
予
算
と
し
て
は
、
次
の
と
お

り
計
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

本
部
会
計 

 
 

一
億
四
千
二
百
万
円 

仁
生
園 

 
 

 

七
億
四
千
二
百
万
円 

第
二
仁
生
園 

 

一
億
二
千
七
百
万
円 

合
計 

 
 
 
 

十
億
一
千
百
万
円 

       

仁
生
園
園
長
に
小
尾
章
臣
氏 

 

小
池
光
夫
仁
生 

園
園
長
は
一
身
上 

の
都
合
を
理
由
に
、 

三
月
三
十
一
日
づ 

け
で
後
進
に
道
を 

譲
ら
れ
る
こ
と
に 

な
り
ま
し
た
。 

第
二
仁
生
園
園
長
、 

続
い
て
仁
生
園
園 

長
と
約
三
年
間
陣 

頭
指
揮
し
て
下
さ 

い
ま
し
た
。 

 
三
月
八
日
の
理 

事
会
に
後
任
と
し
て
小
尾
章
臣
（
あ
き
と
み
）
法
人

事
務
局
長
を
充
て
る
人
事
案
件
が
提
出
さ
れ
、
満
場

一
致
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

 

小
尾
新
園
長
は
、
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
二
日

北
杜
市
長
坂
町
中
丸
で
お
生
ま
れ
で
す
。
六
十
一
歳
。 

 

旧
長
坂
町
で
環
境
課
長
、
教
育
長
等
を
歴
任
。
北

杜
市
発
足
で
ご
退
職
、
即
北
杜
市
長
坂
地
区
公
民
館

長
に
就
任
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
退
職
、

翌
四
月
一
日
か
ら
愛
寿
会
法
人
事
務
局
長
の
職
に
在

り
ま
す
。 

 

な
お
、
氏
は
、
八
日
の
理
事
会
で
四
月
一
日
か
ら

愛
寿
会
理
事
に
就
く
よ
う
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

併
せ
て
常
務
理
事
の
任
も
担
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

第
二
仁
生
園
園
長
に
白
倉
直
子
氏 

 

 

根
津
英
雄
第
二
仁
生
園
園
長
は
、
一
身
上
の
都
合

を
理
由
に
三
月
三
十
一
日
づ
け
で
ご
勇
退
な
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
第
二
仁
生
園
の
生
み
の
親
で

も
あ
り
育
て
の
親
で
も
あ
っ
た
根
津
園
長
で
し
た
。 

 

後
任
に
、
白
倉
直
子
第
二
仁
生
園
副
園
長
を
充
て

る
人
事
案
件
が
提
出
さ
れ
全
員
一
致
で
同
意
さ
れ
ま

し
た
。 

 

女
性
で
初
め
て
園
長
の
職
に
就
か
れ
る
白
倉
副
園

長
は
、
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
五
日
北
杜
市
長
坂
町

大
井
ケ
森
で
お
生
ま
れ
で
す
。
六
十
一
歳
。
現
住
所

は
北
杜
市
須
玉
町
。 

 

平
成
四
年
二
月
愛
寿
会
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
一
九
年
目
を
数
え
ま
す
。
平
成
十
九
年
七
月 

 

一
日
第
二
仁
生
園
開
設
準
備
室
発
足
と
同
時
に
室
員

と
な
り
、
施
設
の 

建
設
、
初
度
調
弁 

の
整
備
、
利
用
者 

の
逐
次
入
所
、
職 

員
教
育
等
に
奔
走 

さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
十
九
年
七 

月
一
日
か
ら
副
園 

長
。 

 

な
お
、
八
日
理 

事
と
し
て
も
選
任 

さ
れ
ま
し
た
。 

 

地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
型
テ
レ
ビ
の
整
備 

平
成
二
十
二
年
度
介
護
職
員
処
遇
改
善
費
の 

取
り
扱
い 

 
 

以
上
で
す
が
、
こ
の
事
業
計
画
と
予
算

を
心
棒
に
、
平
成
二
十
二
年
度
も
、
地
域

福
祉
を
支
え
る
中
核
と
し
て
役
職
員
一
丸

と
な
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す 
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三
月
八
日
の 

理
事
会
で
同
意 

(
 

) 

 

毎月第 3 火曜日は「環境の日」。職員総出で整理整
頓、除草、枝打ち等に汗を流します。誰よりも早
く鎌・熊手・スコップ等を持ち出すのが小尾章臣
新園長です。 

(
 

) 

 

３月２日、昭和町へ「いちご狩り」に行ったとき
のスナップ。やさしさいっぱいの白倉直子新園長
ですが、「きびしさもいっぱい。粉骨砕身型だな
あ」という声もあります。 
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愛
寿
会
で
は
次
の
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す 

 
 

 

 

  
 

 

          

感 

謝 

 

愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

い
つ
も
、
愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
の
た

め
に
ご
協
力
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
後
と
も
利
用
者
皆
様
に
、
よ
り
ご
満
足
い
た
だ

け
る
施
設
運
営
を
目
指
し
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
誠

心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
。 

 

な
に
と
ぞ
倍
旧
の
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、
ご

叱
正
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

略
儀
な
が
ら
お
礼
状
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
五
十
音
順
） 

 

  

看
護
師
・
准
看
護
師 

  

入
所
者
の
皆
様
の
介
護
度
が
年
毎
に
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
看
護
部
門
を
強
化
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
勤
務
日
や
勤
務
時
間
は
ご
希
望
に
添

え
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。
給
与
そ
の
他
委
細
面
談
。 

 

お
気
軽
に
〇
五
五
一
―
三
二
―
三
三
四
〇
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。 

      
金
員
・
物
品
の
ご
寄
付 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 

板

山

 

長

治 
 
 

様 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 

小

宮

山

光

彦 
 
 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

進

藤

竹

二

郎 
 
 

様 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

・
北
杜
市
大
泉
町 

  

奥

本

 

道

子 
 
 

様 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
九

里

 

靖

裕 
 
 

様 

・
北
杜
市
高
根
町 

 

佐

藤
 

英

道 
 
 

様 

・
北
杜
市
高
根
町 

 

清

水
 

波

子 
 
 

様 

・
北
杜
市
高
根
町  

 

保
坂 
多
枝
子 

 
  

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
和
（
な
ご
み
）
の
会  

 
 

 
 
 
 
 
 

 

代
表  

加
地 

洋
子    

  

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

代
表 

吉
田 

道
子  

 
 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 

 
 
 
 
 

    

代
表 

佐
野 

恭
子 

   

様 

 

 
 

仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
に
勤
め
な
が
ら 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級
資
格
を
と
り
た 

い
方
を
募
集 

  

国
・
県
の
雇
用
対
策
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。

応
募
者
は
社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会
の
職
員
と
な
っ

た
う
え
、
ヘ
ル
パ
ー
二
級
資
格
を
取
得
す
る
よ
う

勉
強
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
勉
強
の
な
い
と
き

は
仁
生
園
と
か
第
二
仁
生
園
の
仕
事
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 

給
料
は
愛
寿
会
が
国
か
ら
委
託
を
受
け
て
支
払
い

ま
す
。
一
ケ
月
当
た
り
基
本
給
十
七
万
六
千
円
が
上

限
で
す
。
そ
の
ほ
か
夜
勤
手
当
、
交
通
費
等
が
支
払

わ
れ
ま
す
。
そ
れ
と
は
別
に
、
受
講
料
、
教
科
書
代
、

授
業
料
等
と
し
て
十
万
円
ほ
ど
を
負
担
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

資
格
取
得
後
、
施
設
側
と
受
講
者
が
話
し
合
っ
て

引
き
続
き
職
員
と
し
て
勤
め
る
も
よ
し
、
別
の
施
設

に
勤
め
る
も
よ
し
、
転
職
す
る
も
可
…
と
い
う
弾
力

的
な
制
度
で
す
。 

 

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ご
希
望
が
あ
る
方
、

或
い
は
ご
質
問
等
お
有
り
の
方
は
、
〇
五
五
一
―
三

二
―
三
三
四
〇
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。 

  

三
月
号
は
、
評
議
員
会
・
理
事
会
の
様
子
を
早
く
お
知

ら
せ
し
た
い
た
め
十
五
日
発
行
に
し
ま
し
た
。 

 
 

愛
寿
会
の
サ
ー
ビ
ス
に
何
か
ご
意
見
・
ご
要
望
、
施
設

見
学
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

仁

生

園 

電
話
０
５
５
１
‐
３
２
‐
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話
０
５
５
１
‐
３
２
‐
８
２
７
０ 

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
六
日
～
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
八
日 

愛寿会ホーム

ページ  

http://ww

w.aijyuka

i.com      

E-mail : 

jinseien@

poem.ocn.

ne.jp 
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四
月
二
十
日
（
火
）
午
後
一
時
半
か
ら 

 
愛
寿
会
後
援
会
の
総
会
で
す 

 

愛
寿
会
後
援
会
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
の

総
会
を
四
月
二
十
日
（
火
）
午
後
一
時
半
か
ら

仁
生
園
会
議
室
に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
一
年
度
の
決
算
の
認
定
と
二
十
二

年
度
の
予
算
審
議
が
主
た
る
内
容
で
す
。 

 

前
例
に
な
ら
い
、
愛
寿
会
だ
よ
り
を
通
じ
て

の
ご
案
内
で
す
が
、
で
き
る
限
り
大
勢
の
会
員

の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。 
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